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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

法学部

　法学科 4 720 ― 3,055
学士
（法学）

0.98 ―
昭和
23年度

平成30年度入学定員減（△35
人）
平成31年度入学定員減（△35
人）

経済学部 4 760 ― 3,085 ― 1.02 ― ―

　経済学科 4 760 ― 2,885
学士
（経済学）

1.02 ―
昭和
23年度

平成29年度入学定員増（260
人）
平成31年度入学定員減（△35
人）

　国際経済学科 4 ― ― ―
学士
（経済学）

― ―
平成
18年度

平成29年度より学生募集停止

経営学部 4 795 ― 3,205 ― 1.00 ― ―

　経営学科 4 650 ― 2,610
学士
（経営学）

1.00 ―
昭和
37年度

平成29年度入学定員増（65
人）
平成31年度入学定員減（△25
人）

　国際経営学科 4 145 ― 595
学士
（経営学）

0.98 ―
平成
18年度

平成31年度入学定員減（△5
人）

産業社会学部 4 810 ― 3,420 ― 1.00 ― ―

　現代社会学科 4 810 ― 3,420
学士
（社会学）

1.00 ―
平成
19年度

　　現代社会専攻
　　メディア社会専攻
　　スポーツ社会専攻
　　人間福祉専攻

4 760 ― 3,200
学士
（社会学）

1.00 ―
平成
19年度

平成30年度入学定員減（△80
人）

　　子ども社会専攻 4 50 ― 220
学士
（社会学）

1.02 ―
平成
19年度

平成30年度入学定員減（△10
人）

文学部

　人文学科 4 980 ― 3,845
学士
（文学）

0.99 ―
平成
16年度

平成29年度入学定員増（75
人）（文学部人文学科）

理工学部 4 959
3年次

46
3,851 ― 0.99 ― ―

　電気電子工学科 4 154
3年次

12
628

学士
（工学）

0.98 ―
昭和
24年度

平成29年度入学定員増（12
人）

　機械工学科 4 173
3年次

10
699

学士
（工学）

0.97 ―
昭和
24年度

平成29年度入学定員増（13
人）

　環境都市工学科 4 166
3年次

4
332

学士
（工学）

0.97
平成
30年度

平成
30年度

（3年次編入学定員は令和2年
度より入学）

　都市システム工学科 4 ―
3年次

2
―

学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成30年度より学生募集停止
（3年次編入学定員は令和2年
度より学生募集停止）

　環境システム工学科 4 ―
3年次

2
―

学士
（工学）

― ―
平成
6年度

平成30年度より学生募集停止
（3年次編入学定員は令和2年
度より学生募集停止）

　電子光情報工学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
8年度

平成24年度より学生募集停止

　ロボティクス学科 4 90
3年次

6
365

学士
（工学）

1.01 ―
平成
8年度

平成29年度入学定員増（7
人）

　数理科学科 4 97 ― 381
学士
（理学）

0.97 ―
平成
12年度

平成29年度入学定員増（7
人）

　物理科学科 4 86
3年次

2
340

学士
（理学）

0.95 ―
平成
12年度

平成29年度入学定員増（6
人）

　電子情報工学科 4 102
3年次

8
416

学士
（工学）

0.97 ―
平成
16年度

平成29年度入学定員増（8
人）

　ﾏｲｸﾛ機械ｼｽﾃﾑ工学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成24年度より学生募集停止

　建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 91
3年次

4
363

学士
（工学）

1.01 ―
平成
16年度

平成29年度入学定員増（21
人）
（3年次編入学定員は令和元
年度より減△12人）

国際関係学部 4 360 ― 1,360 ― 0.93 ― ―

　国際関係学科 4 335 ― 1,310
学士
（国際関係
学）

0.94 ―
昭和
63年度

平成29年度入学定員増（30
人）

　ｱﾒﾘｶﾝ大学・立命館
　大学国際連携学科

4 25 ― 50
学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ国
際関係学）

0.44
平成
30年度

平成
30年度

　立命館大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1
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政策科学部

　政策科学科 4 410 ― 1,590
学士
（政策科学）

1.01 ―
平成
6年度

平成29年度入学定員増（50
人）

情報理工学部 4 475
3年次

40
1,945 ― 0.98 ― ―

　情報理工学科 4 475
3年次

40
1,465

学士
（工学）

0.95
平成
29年度

平成
29年度

　情報システム学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

　メディア情報学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

　知能情報学科 4 ― ― ―
学士
（工学）

― ―
平成
16年度

平成29年度より学生募集停止

映像学部

　映像学科 4 160 ― 630
学士
（映像学）

1.00 ―
平成
19年度

平成29年度入学定員増（10
人）

薬学部 6 100 ― 600 ― 1.01 ― ― 6年制学科

4 60 ― 240 ― 0.98 ― ― 4年制学科

　薬学科 6 100 ― 600
学士
（薬学）

1.01 ―
平成
20年度

　創薬科学科 4 60 ― 240
学士
（薬科学）

0.98 ―
平成
27年度

生命科学部 4 325 ― 1,255 ― 0.99 ― ―

　応用化学科 4 111 ― 413

学士
（理学）
学士
（工学）

1.01 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（31
人）

　生物工学科 4 86 ― 338
学士
（工学）

1.00 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（6
人）

　生命情報学科 4 64 ― 252

学士
（理学）
学士
（工学）

0.90 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（4
人）

　生命医科学科 4 64 ― 252
学士
（理学）

1.03 ―
平成
20年度

平成29年度入学定員増（4
人）

スポーツ健康科学部

　スポーツ健康科学科 4 235 ― 925
学士
（ｽﾎﾟｰﾂ健康
科学）

1.04 ―
平成
22年度

平成29年度入学定員増（15
人）

総合心理学部

　総合心理学科 4 280 ― 1,120
学士
（心理学）

1.02
平成
28年度

平成
28年度

食マネジメント学部

　食マネジメント学科 4 320 ― 640
学士
（食マネジメ
ント）

0.94
平成
30年度

平成
30年度

グローバル教養学部

 グローバル教養学科 4 100 ― 100
学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教
養学）

0.23
平成
31年度

平成
31年度

大学全体
4
6

7,849 86 30,866 ― 0.94 ― ― ―

法学研究科

　法学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（法学）

0.36 ―
昭和
25年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（法学）

0.10 ―
昭和
28年度

経済学研究科

　経済学専攻

　　博士課程前期課程 2 50 ― 100
修士
（経済学）

0.76 ―
昭和
25年度

　　博士課程後期課程 3 5 ― 15
博士
（経済学）

1.00 ―
昭和
39年度

経営学研究科

　企業経営専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（経営学）

0.58 ―
昭和
41年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（経営学）

0.15 ―
昭和
41年度

社会学研究科

　応用社会学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（社会学）

0.45 ―
昭和
47年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（社会学）

0.32 ―
昭和
49年度

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1
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文学研究科

　人文学専攻

　　博士課程前期課程 2 70 ― 140
修士
（文学）

0.57 ―
平成
18年度

　　博士課程後期課程 3 20 ― 60
博士
（文学）

0.68 ―
平成
18年度

　行動文化情報学専攻

　　博士課程前期課程 2 35 ― 70
修士
（文学）

0.32 ―
平成
26年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（文学）

0.08 ―
平成
26年度

理工学研究科

　基礎理工学専攻

　　博士課程前期課程 2 50 ― 100

修士
（理学）
修士
（工学）

0.89 ―
平成
18年度

　　博士課程後期課程 3 6 ― 18

博士
（理学）
博士
（工学）

0.71 ―
平成
24年度

　電子システム専攻

　　博士課程前期課程 2 140 ― 280
修士
（工学）

0.84 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 8 ― 24
博士
（工学）

0.62 ―
平成
24年度

　機械システム専攻

　　博士課程前期課程 2 140 ― 280
修士
（工学）

0.96 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 11 ― 33
博士
（工学）

0.45 ―
平成
24年度

　環境都市専攻

　　博士課程前期課程 2 120 ― 240
修士
（工学）

0.62 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（工学）

0.28 ―
平成
24年度

国際関係研究科

　国際関係学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（国際関係
学）

0.75 ―
平成
4年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（国際関係
学）

0.70 ―
平成
6年度

政策科学研究科

　政策科学専攻

　　博士課程前期課程 2 40 ― 80
修士
（政策科学）

0.58 ―
平成
9年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（政策科学）

0.41 ―
平成
11年度

応用人間科学研究科

　応用人間科学専攻

　　修士課程 2 ― ― ―
修士
（人間科学）

― ―
平成
13年度

平成30年度より学生募集停止

言語教育情報研究科

　言語教育情報専攻

　　修士課程 2 60 ― 120
修士
（言語教育情
報学）

0.61 ―
平成
15年度

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科

　ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻

　　博士課程前期課程 2 70 ― 140
修士
（技術経営）

0.90 ―
平成
17年度

　　博士課程後期課程 3 5 ― 15
博士
（技術経営）

1.40 ―
平成
18年度

公務研究科

　公共政策専攻

　　修士課程 2 ― ― ―
修士
（公共政策）

― ―
平成
19年度

平成30年度より学生募集停止

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科

　ｽﾎﾟｰﾂ健康科学専攻

　　博士課程前期課程 2 25 ― 50
修士
（スポーツ
健康科学）

1.14 ―
平成
22年度

　　博士課程後期課程 3 8 ― 24
博士
（スポーツ
健康科学）

0.79 ―
平成
24年度

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市中京
区西ノ京東栂尾町
8番地

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号
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映像研究科

　映像専攻

　　修士課程 2 10 ― 20
修士
（映像）

0.90
平成
23年度

情報理工学研究科

　情報理工学専攻

　　博士課程前期課程 2 200 ― 400
修士
（工学）

0.92 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（工学）

0.70 ―
平成
24年度

生命科学研究科

　生命科学専攻

　　博士課程前期課程 2 150 ― 300

修士
（理学）
修士
（工学）

1.01 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45

博士
（理学）
博士
（工学）

0.46 ―
平成
24年度

先端総合学術研究科

　先端総合学術専攻

　　一貫制博士課程 5 30 ― 150
博士
（学術）

0.27
平成
15年度

薬学研究科

　薬学専攻

　　博士課程 4 3 ― 12
博士
（薬学）

1.16 ―
平成
26年度

人間科学研究科

　人間科学専攻

　　博士課程前期課程 2 65 ― 130

修士
（人間科学）
修士
（心理学）

0.88
平成
30年度

平成
30年度

　　博士課程後期課程 3 20 ― 40

博士
（人間科学）
博士
（心理学）

1.22
平成
30年度

平成
30年度

法務研究科

　法曹養成専攻

　　専門職学位課程 3 70 ― 210
法務博士
（専門職）

0.44 ―
平成
16年度

経営管理研究科

　経営管理専攻

　　専門職学位課程 2 80 ― 160
経営修士
（専門職）

0.64 ―
平成
18年度

教職研究科

　実践教育専攻

　　専門職学位課程 2 35 ― 70
教職修士
（専門職）

0.91 ―
平成
29年度

大学院全体

2
3
4
5

1,891 ― 4,136 ― 0.67 ― ― ―

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

アジア太平洋学部

　アジア太平洋学科 4 660

2年次
12

3年次
18

2,652
学士
（アジア太平
洋学）

0.94
平成
29年度

平成
12年度

平成29年度入学定員増（60
人）

国際経営学部

　国際経営学科 4 660

2年次
22

3年次
31

2,708
学士
（経営学）

0.86
平成
29年度

平成
12年度

平成29年度入学定員増（60
人）

大学全体 4 1,320 83 5,360 ― 0.90 ― ― ―

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

滋賀県草津市野路
東1丁目1番1号

京都府京都市北区
等持院北町56番地
の1

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市中京
区西ノ京東栂尾町
8番地

大阪府茨木市岩倉
町2番150号

京都府京都市中京
区西ノ京東栂尾町
8番地

　立命館アジア太平洋大学

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

大分県別府市十文
字原1丁目1番

大分県別府市十文
字原1丁目1番
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アジア太平洋研究科

　アジア太平洋学専攻

　　博士課程前期課程 2 15 ― 30
修士
（アジア太平
洋学）

0.60 ―
平成
15年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（アジア太平
洋学）

0.35 ―
平成
15年度

　国際協力政策専攻

　　博士課程前期課程 2 45 ― 90
修士
（国際協力政
策）

0.30 ―
平成
15年度

経営管理研究科

　経営管理専攻

　　修士課程 2 40 ― 80
修士
（経営管理）

0.24 ―
平成
15年度

大学院全体
2
3

110 ― 230 ― 0.37 ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

大分県別府市十文
字原1丁目1番

大分県別府市十文
字原1丁目1番
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

専 准教授

小林 ハッサル 柔子
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Southeast Asian Studies

専 准教授

小林 ハッサル 柔子
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Southeast Asian Studies

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Postcolonial Studies
Asia and the World in Historical Perspective 【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Geohistorical Perspective to Globalization
【隔年】

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Postcolonial Studies
Asia and the World in Historical Perspective 【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Geohistorical Perspective to Globalization
【隔年】

専 教授

山岸（青山）典子
（59）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Cognitive Psychology)

専 教授

山岸（青山）典子
（59）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Cognitive Psychology)

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Social Impacts of Brain Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Social Impacts of Brain Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

山下 範久
（47）

＜平成31年4月＞
修士(学術)

専 教授

山下 範久
（47）

＜平成31年4月＞
修士(学術)

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Globalization and International Relations: An Introduction
Sociological Theories: Classics and Contemporary
Macrohisotry and Metahistory
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Globalization and International Relations: An Introduction
Sociological Theories: Classics and Contemporary
Macrohisotry and Metahistory
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

藤田 加代子
（51）

＜平成31年4月＞
修士(史学)

専 教授

藤田 加代子
（51）

＜平成31年4月＞
修士(史学)

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Social Impacts of Brain Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Social Impacts of Brain Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

前川 一郎
（49）

＜平成31年4月＞
博士(人文学)

専 教授

前川 一郎
（49）

＜平成31年4月＞
博士(人文学)

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Global Conflicts: An Introduction
Civilizations in Global History
War and Peace in the Globalizing World
Special Lecture on Civilization Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Global Conflicts: An Introduction
Civilizations in Global History
War and Peace in the Globalizing World
Special Lecture on Civilization Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専
教授

金山 勉
（58）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Mass Communication

専
教授

金山 勉
（58）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Mass Communication

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Media Studies
Theory and Practice of Fieldwork
Fieldwork on Media Studies
Regional Diversity in Cultural Perspective
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Media Studies
Theory and Practice of Fieldwork
Fieldwork on Media Studies
Regional Diversity in Cultural Perspective
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

崔 裕眞
（47）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Business History

専 教授

崔 裕眞
（47）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Business History

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Knowledge and Innovation
Social and Technological Innovation【隔年】
Leadership in Global Perspective【隔年】
Internship I
Internship II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Knowledge and Innovation
Social and Technological Innovation【隔年】
Leadership in Global Perspective【隔年】
Internship I
Internship II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

５　教員組織の状況

＜グローバル教養学部　グローバル教養学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

専 准教授

MARUTSCHKE, Daniel Moritz
（38）

＜平成31年4月＞
博士(学術)

専 准教授

MARUTSCHKE, Daniel Moritz
（38）

＜平成31年4月＞
博士(学術)

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Algorithm and Programming
Social Change with AI
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Algorithm and Programming
Social Change with AI
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 准教授

HAIMES, Paul William
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Digital and Interaction Design)

専 准教授

HAIMES, Paul William
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Digital and Interaction Design)

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Design and Society
Design Practice
Special Lecture on Innovation Studies II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Design and Society
Design Practice
Special Lecture on Innovation Studies II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 准教授

松田（室岡）絢子
（36）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Agricultural and Resource Economics

専 准教授

松田（室岡）絢子
（36）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Agricultural and Resource Economics

Institutionalism in Social Studies
Evolution of Market Economy
Human Security in Developing Societies【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Development and Social Change 【隔年】

Institutionalism in Social Studies
Evolution of Market Economy
Human Security in Developing Societies【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Development and Social Change 【隔年】

専 准教授

THOUNY, Christophe
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Japanese Literature and Media Studies

専 准教授

THOUNY, Christophe
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Japanese Literature and Media Studies

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Introduction to Asian Studies
Cultural Studies
Special Lecture on Cosmopolitan Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Governance Studies

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Introduction to Asian Studies
Cultural Studies
Special Lecture on Cosmopolitan Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Governance Studies

専 准教授

廣野 美和
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in International Relations

専 准教授

廣野 美和
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in International Relations

Critical Area Studies
International Relations in the Asia-Pacific
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Critical Area Studies
International Relations in the Asia-Pacific
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 准教授

竹中 歩
（52）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Sociology

専 准教授

竹中 歩
（52）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Sociology

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Statistics
Research Design and Research Method
Applied Research Method for Social Sciences
Capstone Studies in Normative Perspective to Globalization

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
Statistics
Research Design and Research Method
Applied Research Method for Social Sciences
Capstone Studies in Normative Perspective to Globalization

専 准教授

CAPKOVA，Helena
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Transnational Art History

専 准教授

CAPKOVA，Helena
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Transnational Art History

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
History of Arts
Arts in Society
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
History of Arts
Arts in Society
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 准教授

小山 仁美
（37）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Political Science

専 准教授

小山 仁美
（37）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Political Science

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
History of Modern World
Evolution of Governance
Comparative Politics in Asia
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal Arts II
History of Modern World
Evolution of Governance
Comparative Politics in Asia
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼担 教授

中逵 啓示
（65）

＜平成31年4月＞
Ph.D.

海外スタディ

兼担 教授

Lee 凪子
（66）

＜平成31年4月＞
Ph.D.

Japanese Language I

兼担 教授

島田 幸司
（57）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

海外スタディ

兼担 教授

藤原(松尾)智栄美
（46）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

兼担 教授

藤原(松尾)智栄美
（46）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

Japanese Language and Culture I
Japanese Language and Culture I
Japanese Language III

兼担 教授

堀江（荻野）未来
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Educational Policy and Administration

兼担 教授

堀江（荻野）未来
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Educational Policy and Administration

Asian Community Leadership Seminar Asian Community Leadership Seminar

兼担 教授

遠山(安本)千佳
（56）

＜平成31年4月＞
修士（人文科学）

Japanese Language II

兼担 教授

中村(日暮)ちどり
（57）

＜平成31年4月＞
博士（国際文化）

Japanese Language and Culture II

兼担 教授

神子 直之
（55）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

海外スタディ I
海外スタディ II
日豪関係Ⅱ（海外留学プログラム）
日豪関係Ⅲ（海外留学プログラム）
日豪関係Ⅳ（海外留学プログラム）
日豪関係Ⅰ（海外留学プログラム）
異文化理解セミナー(海外留学プログラム）
文化・社会調査（海外留学プログラム）

兼担 教授

下條 正純
（52）

＜平成31年4月＞
修士（日本語）

Japanese Language III

専 助教

MARQUEZ, Gian Powell, Bontigao
（32）

＜平成31年4月＞
博士(航空宇宙工学)

専 助教

MARQUEZ, Gian Powell, Bontigao
（32）

＜平成31年4月＞
博士(航空宇宙工学)

Science Basics
Special Lecture on Innovation Studies I

Science Basics
Special Lecture on Innovation Studies I

兼担 教授

大野 裕
（57）

＜平成31年4月＞
文学修士

Japanese Language I

専 助教

石原 悠子
（33）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Philosophy

専 助教

石原 悠子
（33）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Philosophy

Special Lecture on Civilization Studies II
Japanese Philosophy

Special Lecture on Civilization Studies II
Japanese Philosophy

専 助教

JOHNSON, Christopher Morgan
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Philosophy)

専 助教

JOHNSON, Christopher Morgan
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Philosophy)

Philosophy Basics
Special Lecture on Cosmopolitan Studies II

Philosophy Basics
Special Lecture on Cosmopolitan Studies II

専 准教授

小木曽 左枝子
（50）

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

Japanese LanguageⅠ
Japanese LanguageⅡ
Japanese language and CultureⅠ
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任 講師

大久保 加奈子
（43）

＜平成31年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

大久保 加奈子
（43）

＜平成31年4月＞
博士（文学）

Japanese Language I
Japanese Language II

Japanese Language I
Japanese Language II

兼任 講師

SANDROVYCH TYMUR
（34）

＜平成32年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

SANDROVYCH TYMUR
（34）

＜平成32年4月＞
修士（文学）

Contemporary Japan Contemporary Japan

兼担 准教授

豊田 祐輔
（34）

＜平成31年4月＞
博士（政策科学）

Global Fieldwork Project

兼担 講師

増井 奈穂美
（50）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language IV

兼担 准教授

福良 直子
（43）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

Japanese Language III
Japanese Language IV

兼担 准教授

KANDUBODA P. B
（38）

＜平成31年4月＞
博士（学術）

Global Fieldwork Project

兼担 准教授

三井 久美子
（46）

＜平成31年4月＞
修士（言語・文化学）

Japanese Language IV

兼担 准教授

山中 司
（39）

＜平成31年4月＞
博士(政策・メディア)

兼担 准教授

山中 司
（39）

＜平成31年4月＞
博士(政策・メディア)

言語・文化・社会AⅨ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会AⅩ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅢ（海外留学プログラム）
Regional Anatomy（海外留学プログラム）
Global Issues and Perspectives（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅣ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅢ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅣ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅤ（海外留学プログラム）
Grammar Ⅰ（海外留学プログラム）
Grammar Ⅱ（海外留学プログラム）
Listening Ⅰ（海外留学プログラム）
Listening Ⅱ（海外留学プログラム）
Reading Ⅰ（海外留学プログラム）
Reading Ⅱ（海外留学プログラム）
Speaking Ⅰ（海外留学プログラム）
Speaking Ⅱ（海外留学プログラム）
Writing Ⅰ（海外留学プログラム）
Writing Ⅱ（海外留学プログラム）
Speaking & Listening Ⅰ（海外留学プログラム）
Speaking & Listening Ⅱ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅠ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅡ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅠ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅡ（海外留学プログラム）
Academic English Skills（海外留学プログラム）
English as Second Language（海外留学プログラム）
English Language Skills and Competencies（海外留学プログラム）
Global Fieldwork Project

言語・文化・社会AⅨ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会AⅩ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅢ（海外留学プログラム）
Regional Anatomy（海外留学プログラム）
Global Issues and Perspectives（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅣ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅢ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅣ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅤ（海外留学プログラム）
Grammar Ⅰ（海外留学プログラム）
Grammar Ⅱ（海外留学プログラム）
Listening Ⅰ（海外留学プログラム）
Listening Ⅱ（海外留学プログラム）
Reading Ⅰ（海外留学プログラム）
Reading Ⅱ（海外留学プログラム）
Speaking Ⅰ（海外留学プログラム）
Speaking Ⅱ（海外留学プログラム）
Writing Ⅰ（海外留学プログラム）
Writing Ⅱ（海外留学プログラム）
Speaking & Listening Ⅰ（海外留学プログラム）
Speaking & Listening Ⅱ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅠ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅡ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅠ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会DⅡ（海外留学プログラム）
Academic English Skills（海外留学プログラム）
English as Second Language（海外留学プログラム）
English Language Skills and Competencies（海外留学プログラム）
Global Fieldwork Project
海外スタディ

兼担 准教授

磯田 貴道
（43）

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

兼担 准教授

磯田 貴道
（43）

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

言語・文化・社会BⅩⅢ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅣ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅤ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅥ（海外留学プログラム）

言語・文化・社会BⅩⅢ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅣ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅤ（海外留学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅥ（海外留学プログラム）

兼担 准教授

羽谷 沙織
（41）

＜平成31年4月＞
修士(教育学)

兼担 准教授

羽谷 沙織
（41）

＜平成31年4月＞
修士(教育学)

カナダ研究（海外留学プログラム）
異文化間コミュニケーション（海外留学プログラム）
環太平洋研究（海外留学プログラム）

カナダ研究（海外留学プログラム）
異文化間コミュニケーション（海外留学プログラム）
環太平洋研究（海外留学プログラム）
Global Fieldwork Project

兼担 准教授

石川（児玉）涼子
（42）

＜平成31年4月＞
博士(政治学)

兼担 准教授

石川（児玉）涼子
（42）

＜平成31年4月＞
博士(政治学)

Academic English Academic English
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 兼任 講師

林 和子
（45）

＜平成31年4月＞
修士（国際学）

Japanese Language IV

兼任 兼任 講師

楠田 瑛子
（39）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language II

兼任 兼任 講師

辻 恵子
（39）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language III
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
19

= 105.55 ％
18

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
19

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教授　65
准教授　60

0 0

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 3 18
6 10

［0］ ［0］ ［0］

3 19

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

6 9

（6） （10） （0） （3） （19）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

12 6

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

［0］ ［0］

6 10 0 3 19 6 10 0 3 19

［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
18

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

専任教員氏名

必修

担当予定科目

人
科目

0

0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計

該当なし

番　号

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

0

0

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

必修 0 科目

選択 科目

0 自由 0

選択

自由

科目 必修 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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